
特定看護師（仮称）  

修得を目指す医行為  活動領域と対象  

医師の包括的指示のもとに以下の医行為を実施  

1．慢性創傷を有する患者のアセスメントに必要な血液検査、  

羨簸筆算詠細菌検査、血流評価検査、超音波検査等の  
Z．皮膚の局所麻酔の決定と実施  
3．慢性創傷のデブリードマン  
4．慢性創傷の治療に必要な外用薬、創傷被覆材の選択  
5．皮下組織までの皮下膿瘍の切開・排膿  
る．慢性創傷の陰圧閉鎖療法の実施  
7．慢性創傷に対するデブリードマン時の電気凝固メスの凝   
固モードを利用しての止血（医師の直接指導のもと）  

8．非感染創の皮膚表層の縫合および抜糸  

皮膚′ 
（真田弘美他：皮■・排泄ケア野定零攣師による島度創凛皆珪技術を用いた書症禰■防  
止に関する研究 2010）より  

を目の前にし∴こ  「壊死組織のある祷癌  
をただちにデフリニドマンできれば、早＜治癒さ － 1－．．＿ t 一L■＿－－ 一， ＿－l一－．．．   r王＝≡■■コ亡一■、±「ユー－■lチ■∠＋■■一 ■モl＿▲Jノヽ   
ことができるのに、医師の対応を待たなけれ  
らない・・」  盲歪  

る・・   

慢性創傷を持ら、さまざまな問題を抱えた患者さ  
んの生活の質を向上させるために嘩極的に関わり  
たい。   



配  

期待される効果  

・入院期間の短縮や書護締による介入で医療千の負担が軽減  

・生活に即レた創傷管理計薗の痩供  

慢性創傷の軍症化や治癒遅延を防  

ぎ、早期に治癒を促進させることで  
治療期間の短縮、それに伴う入院期  
間の短縮などの効果が期待される。  ・医療スタッフ闇の連携・補完の推進  

・善護師のキャリア≠ップのモデル  
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講義t演習一実習への流れ  養成調査試行事業  実施課程の教育内容  
フィジカルアセスメントに関する科目  

・高度アセスメン  
トのための医療  
機番の取り扱い  
や琴行為実施技  
術の修得（モデ  

■ルの使用やシ  
ミ土レ⊥ション  
演習）  

24   



養成調査試行事業実施課程の教育内容  

臨床薬理学に関する科目  

目 的：  

創傷を早期にフィジカルカセスメントできる知識と技術を理解し、安全な早期   
介入ができる。  

目祭L標：  

・創傷の感染とクリテイ」カルコロナイゼーションの違いを評価できる。  

・創傷の深さと準癒過程を早期に評価できる。  

・創傷を早期に尭見する検査方法を理解する。  

・下肢潰瘍の血流評価する検査方法を理解する。  

内容：  

1．創傷の感染の評価方法  

乙ン倒傷の琴さおよび治癒過程の評価方法  

3．棚の深さと深部組軍陣宰（DT】）の評価方法  

4．下鹿潰瘍の評価方法 

2る  

養成調李試行事業実施課程の教育内容  

臨床生理学に関する科目  
目、的： －  I  

琴筆品奉遷重任用するために井物勤脚  
■．＿．＿▲t＿■■∵∵∵1■■■b一，  

月巨的L 
郎ゆ蜘醜鱒簸■〉■■t覆および雄促暮のた吟に  
寧幸∈正■鱒鱒眼牒鱒巧準鱒如岬搬鱒加i  
皮ヰ亡ついて、Wする 

計欄： 
1）細管理仁使用する業物のな類や効用につい  
て耕咽でき亭 
之I攣物体内勤暇に対する年齢・性差・栄養の影   
■を説明できも  
ー）納副作用について理解する  
4牌物の至i投与法について理解す古  
享）薬物投与に関する聞達法令について理解する  
内′舎 
触ヰに叩違レた頗管理  
1）創傷管理に伴う釧アセスメントに必要な神  
経伝搬隠掛こついて珪解する  
如嘩如鞍牒如軸嘩を用いた癌痛管領  
喝傷筆理に邦達する捌  
1）全身管理に使用すも稟鱒  
・感染、血流改善、栄義t理  
z）局所管理に使用する薬剤 
・外用数個所治麒ほ鱒 
】）局所麻酔に使用ず誠細  

にういて、即する   
軒欄阜 

－つ＜卿相誹用について  

Z）警報窺聖賢攣る祁卜性差・舶用  
3）糊作用について理解する  
4）薬物の至遵投与法について理解する  

5）納投与に印する間違法令について理解する  
内 専：  
1I約の聯と構造  
ヱ）納餉内動態  
針整体内の情報伝達システム  
4）＃理遺伝筆 

5）納の体内動筍への内的雲眉による変化  
も）中柳粗末楠神経作用藁  
乃鵜珊隋作用艶、く血液含む）  
8）間数番茶作用藁  

9）化学■法藁  
1の薬物の劇作用  

11）薬物の筆舌投皇法 
）薬剤処方に絆す巻法令  

Z8   



養成調査試行事業実施課程の教育内容  
その他の投棄科目（演習実習以外）  

鬱閻観望船脚顛志寧  
実践に準筆辱疾病を病態卿こ理解   

蓉取除総論レ∴辞應  

ができる  
扶養臨床推論し」  
る療病の理解ができ  

1．∧病態生理と臨床症状  

†妙案全¢攣序と分凱こ応じたアプローチ  
Z）呼吸磯野（肺の生理）  

呵昭鱒御物師診断  
1Iアレルギーと免疫疾憲  

5博化システ杢からみた主妻疾零 
乙心臓：ヰ曹の動きと心音の坪鱒  
3．血液苧 

4．水とt解キ  
5．がんの生物学   
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養成調査試行事業実施課程の教育内容  
演習科白  

養成調査試行事業′実施醸程の教育内容  
実習  

修了科目  
（⊂N教育）  

5単位  
240時間  

1．ストーマの遁毅に伴って生  じる患書の鼻体側・寸静的・社会的Ⅶを的  看護師憑名  

臨床指導草  
（認定癖  

師  
各施設1葛  

以上）   

礪に把爛し、書門別を用いて▼の書い紺地な■書か提供できる．  
之・帯電や雷軋ドレーン挿入申の劇をとの種々の飼ヰを有している懇書に  
対し・アセスメントを行い、専門的なスキンケアと曲筆管理ができる．  
ユ・失肇のある懇書に対して、■人の失禁状もに適したtヰを提供できる．  
t畿曹・豪族・▲事他書の相撲亡如レ、的儀に応え榊できも  
5・スト‾マケア・スキンケアの午を嘉めるために■昔・義旗・暮霊地書堵  
じめ琶書チームメン／トに河し、救青の罰攣・痍鱒を如し桝できむ  
‘・懇書の間聯決に白けて、他の保健医療チームメンノトと憮報の交線遊  
行い、相談・調整できる．  




